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善通寺 前田病院 

月 

 

2016 年 

第 100 号 

号 

ご意見箱 

 

当院では信頼される医療、想いと優しさの伝わるケアを目指し、患者様

の立場に立ったよりよい医療を提供でるよう努めて参りたいと考えており

ます。正面玄関や病棟に「ふれあいの箱」というご意見箱を設置しており

ますので、当院に対するご意見・ご要望等ございましたらご遠慮なくお聞

かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
番
の
州
公
園 

バ
ラ
祭
り 

○
日
射
病
・
熱
射
病
・
熱
中
症
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理
・
・
・
・
・
・
給
食 

  

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

２
０
０
７
年
か
ら
発
行
し
た
広
報
誌
も
今
回

で
１
０
０
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
か
ら

「
広
報 

純
心
便
り
」
と
名
称
を
変
え
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
施
設
の
行
事
や
医
療
関
係
の
情
報
を
中

心
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に

よ
り
分
か
り
や
す
く
少
し
で
も
た
め
に
な
る
広

報
誌
を
作
成
す 

る
よ
う
努
力
し 

て
い
き
た
い
と
考 

え
て
お
り
ま
す
。 

  

青
葉
が
太
陽
の
光
を
跳
ね
返
し
目
に
眩
し
い

立
夏
が
訪
れ
ま
し
た
。 

き
ら
め
き
郡
家
で
は
、
坂
出
市
番
の
州
公
園

で
開
催
中
の
第
３
回
バ
ラ
祭
り
へ
利
用
者
様
と
い

っ
し
ょ
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。 

西
日
本
最
長
の
つ
る
バ
ラ
や
赤
や
ピ
ン
ク
な
ど

色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
１
８
０
本
が
咲
き
ほ
こ
り
、

遊
歩
道
は
バ
ラ
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

平成 28 年 6 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 皮膚科 

1 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠         岸誠 

2 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 野毛     山田 

3 金 前田隆 多田羅   辻正 佐尾山 津島       津島 

4 土 津島     濱田 津島         押領司 

5 日 休 診（日直 押領司） 津島 

6 月 前田純 前田隆 喜田 濱田 前田純 多田羅 津島 森上   竹﨑 

7 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

8 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠         岸誠 

9 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 野毛     山田 

10 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山 津島       津島 

11 土 津島 鈴木康   濱田 津島       谷口 高橋 

12 日 当番医(内科：津島 ・小児科：辻正) 当番医(内科：津島 ・小児科：濱田)   米田 

13 月 前田純 前田隆 喜田 濱田 前田純 多田羅 津島     竹﨑 

14 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

15 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠         岸誠 

16 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 野毛     山田 

17 金 前田隆 多田羅   辻正 佐尾山 津島     鈴木一 津島 

18 土 津島 鈴木康   濱田 津島         桑原 

19 日 休 診（日直 桑原） 喜田 

20 月 前田純 前田隆 喜田 濱田 前田純 多田羅 津島 森上   竹﨑 

21 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

22 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠         岸誠 

23 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 野毛     津島 

24 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山 津島       佐尾山 

25 土 津島 鈴木康   濱田 津島       谷口 和田 

26 日 休 診（日直 和田） 田所 

27 月 前田純 前田隆 喜田 濱田 前田純 多田羅 津島     竹﨑 

28 火 前田純 田所 佐尾山 辻正 佐尾山 田所 津島     田所 

29 水 岸誠 多田羅 佐尾山 濱田 岸誠         岸誠 

30 木 佐尾山 多田羅 津島 辻正 佐尾山 津島 野毛     山田 

 

 

六
月
に
入
り
急
に
気
温
が
上
が
り
体

調
管
理
が
、
難
し
い
時
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
は
、
お
変
わ
り
な
い
で
す
か
。

十
分
身
体
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
東
京
都
知
事

の
舛
添
さ
ん
の
こ
と
で
賑
や
か
で
す
。
自

分
の
し
た
こ
と
が
合
法
か
ど
う
か
分
か

ら
ず
、
第
三
者
の
弁
護
士
さ
ん
に
調
査
を

頼
ん
だ
そ
う
で
す
。
弁
護
士
さ
ん
二
人

も
、
合
法
か
ど
う
か
は
調
べ
ら
れ
て
も
知

事
と
し
て
の
資
質
が
あ
る
の
か
ど
う
か

は
調
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

又
、
身
を
切
る
こ
と
を
す
る
よ
う
に
云

わ
れ
た
と
の
こ
と
で
給
料
カ
ッ
ト
す
る

と
か
、
人
に
云
わ
れ
た
か
ら
と
の
こ
と
で

自
主
性
は
無
い
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
こ
と

で
都
政
が
出
来
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

思
い
出
し
ま
し
た
が
、
彼
が
厚
生
大
臣
の 

時
、「
臨
床
研
修
医
制
度
が
地
方
の
医
師

不
足
を
招
い
た
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と

記
者
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
君
達
、
ヤ
ブ

医
者
に
診
て
も
ら
っ
て
い
い
ん
で
す
か
」

と
云
っ
た
そ
う
で
す
。
な
ん
と
も
素
人
に

は
耳
触
り
の
よ
い
言
葉
で
す
。
厚
生
大
臣

で
あ
り
な
が
ら
医
師
が
一
人
前
に
な
る

過
程
を
理
解
し
て
な
い
人
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
臨
床
医
学
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
昔
よ
り
、「
伝
承
の
学
問
」
な
の
で
す
。 

 

そ
の
上
、
彼
自
身
も
母
の
介
護
で
九
州

へ
よ
く
行
っ
た
そ
う
で
す
。
少
し
考
え
る

と
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
東
京
九
州

を
再
々
の
往
復
運
賃
は
使
え
ま
せ
ん
よ
。

大
臣
は
無
料
で
す
が
。
そ
の
あ
た
り
も
や

は
り
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
公
私
の
区

別
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
の
始
ま
り
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
自
分
が
行

か
な
け
れ
ば
日
本
の
威
信
に
関
わ
る
と

か
云
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
が
行
か
な
く
て

も
、
他
の
人
が
行
っ
て
も
特
に
変
わ
り
は

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
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日
射
病
と
熱
射
病 

 

抗酸化作用とビタミンＣのダブル効果で老化予防『ピーマン』 
 

給食 

【作り方】 

１．ピーマンを縦半分に切ってから幅５mm くらいの小口切りに 

２．鍋かフライパンにツナ缶を缶汁ごと入れて火をつける 

３．ツナがあったまったらピーマンを入れて２～３分炒める 

４．最後にしょう油を入れてかきまぜたら出来上がり♪ 

ふり完成♪ 

●●● ●●● 

【材料】 ２人分 

ピーマン・・・３～４個、

ツナ缶（小）・・・１缶、

しょう油・・・小さじ１ 

ピーマンは鮮度がおいしさの決め手ですが、どうしても保存しなければいけない

ときは、空気穴を開けたポリ袋に入れて冷蔵庫の野菜室で保存しましょう。５～６

日はもちますが張りがなくなってきますので、早めに食することをおすすめします。 

ツナピーマン 

 

【保存方法】 

 

【緑ピーマンの特徴】 【赤ピーマンの特徴】 

ピーマンといえば緑色をイメージすると思いま

すが、完熟させると赤色に変色します。実は緑色

のピーマンは未熟なうちに収穫されたものです。

ちなみに、ピーマンとパプリカは別物です。 

【豆知識】 

緑ピーマンは、抗酸化作用のある

葉緑素（クロロフィル）を多く含む

ため不要なコレステロールを排出し

て、動脈硬化の予防に役立てます。 

赤ピーマンは、緑ピーマンより栄養価が

高く、ビタミンAでは３～４倍、ビタミン

Cも 1.５倍です。赤色の正体はカプサイシ

ンでこちらにも抗酸化作用があります。 

 

 

佐藤
さ と う

 亜由美
あ ゆ み

（病棟） 

3月から病棟で勤務させていただいております佐藤亜由美です。 

私は東京の総合病院で 5 年間病棟勤務し、結婚を機に香川県に転居、現在育児

をしながら短時間勤務で働かせていただいています。 

まだまだ不慣れで、周りの皆さまにサポートしていただいています。患者様の

安全を考え、安心できる看護を提供できるようにしたいと思います。 

ご迷惑をおかけすると思いますが、今後も頑張りますのでよろしくお願い致し

ます。 
 

坂口
さかぐち

 聖
せい

仁
じ

（総務） 

去年の 8月より総務課で勤務しています。坂口聖仁です。 

入社して、早 8 ヶ月が過ぎました。病院勤務は初めてで、自身の知識・経験不

足を痛感する毎日です。 

総務課の業務は、施設の設備や車両の管理等の総務業務、小口現金管理や定期

支払い等の経理業務、面接・入退社・勤怠管理等の人事業務、介護報酬の請求業

務、多岐に渡ります。 

純心会グループは、施設も多く、職員数も軽く 300 人を超えます。業務の種類

も多く、各施設の方とも接する機会の多い総務課は、各施設とのパイプ役を求め

られると思います。各施設の業務が円滑に進められるよう努力していきますので

これからもどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

日
射
病
は
、
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
長
時
間
運
動
し
た
り
、

激
し
い
労
働
を
す
る
な
ど
し
て
た
く
さ
ん
の

汗
を
か
き
、
身
体
の
水 

分
が
足
り
な
く
な
り
、 

心
臓
へ
戻
っ
て
く
る
血 

液
が
少
な
く
な
っ
て
し 

ま
っ
た
状
態
で
す
。 

大
量
の
汗
を
か
い
て
脱
水
症
状
と
な
り
、
体

温
調
節
中
枢
の
機
能
が
低
下
し
、
倦
怠
、
悪
心
、

頭
痛
、
め
ま
い
、
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
な
ど

の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。 

     

熱
射
病
は
、
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
、
高
温

多
湿
な
環
境
下
に
長
時
間
い
た
り
、
作
業
を
し

た
時
に
、
高
い
体
温
に
身
体
が
対
処
し
き
れ
な

く
な
っ
た
状
態
で
す
。 

体
温
調
節
機
能
が
破
綻 

す
る
こ
と
で
、
倦
怠
、
頭 

痛
、
め
ま
い
、
意
識
障
害 

を
伴
い
ま
す
。
ま
た
、
汗 

が
出
ず 

 

℃
以
上
の
高
体
温
と
な
る
た
め
、

生
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

 
 

熱
中
症
と
の
関
係 

 

熱
中
症
は
、
高
温
や
多
湿
の
環
境
下
で
起
こ

る
身
体
の
障
害
の
総
称
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

症
状
と
し
て
は
、
発
汗
に
よ
る
脱
水
、
血
管

の
拡
張
で
血
圧
が
下
が
り
、
め
ま
い
な
ど
を
起

こ
す
「
熱
失
神
」。 

 

大
量
の
発
汗
に
よ
り
、
塩
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
が

不
足
し
、
四
肢
や
腹
部
の
筋
肉
が
け
い
れ
ん
を

起
こ
す
「
熱
け
い
れ
ん
」。 

 
多
量
の
発
汗
に
水
分
や
塩
分
の
補
給
が
追

い
つ
か
ず
、
体
が
ぐ
っ
た
り
す
る
、
力
が
入
ら

な
い
「
熱
疲
労
」。 

 

体
温
調
節
機
能
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
呼
び
か
け
や
刺
激
へ
の
反
応
が
お
か
し
い
、

真
直
ぐ
走
れ
な
い
・
歩
け
な
い
「
熱
射
病
」
が

あ
り
ま
す
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
熱
射
病
も
熱
中
症
の
一

種
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
射
病
も
熱
中
症
の

一
種
で
、
症
状
や
症
状
の
原
因
と
な
る
身
体
の

変
化
よ
り
も
、
身
体
に
変
化
を
起
こ
し
た
原
因

が
、
直
射
日
光
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た

も
の
が
「日
射
病
」で
す
。 

 

[

熱
中
症
の
重
症
度
分
類] 

熱
失
神
や
熱
け
い
れ
ん
が
「
軽
症
」
、
熱
疲

労
は
「
中
等
症
」
、
熱
射
病
は
「
重
症
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

熱
中
症(

日
射
病
・
熱
射
病)

の
予
防 

[

炎
天
下
で
の
長
時
間
の
活
動
は
避
け
る] 

 
 

℃
以
上
の
環
境
下
で
は
、
運
動
は
原
則
中

止
で
す
。
熱
中
症
は
、 

時
か
ら 

 

時
の
間

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
暑
い
季
節
は 

朝
や
夕
方
で
も
熱
中
症
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

[

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る] 

 

汗
は
体
か
ら
熱
を
奪
い
、
体
温
が
上
昇
し
す

ぎ
る
の
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
失
わ
れ
た
水
分
を
補 

わ
な
い
と
脱
水
に
な
り
、
体
温 

調
節
能
力
や
運
動
能
力
が
低
下 

し
ま
す
。
暑
い
時
に
は
こ
ま
め 

に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

[

吸
湿
性
や
通
気
性
の
良
い
服
装
に
す
る] 

皮
膚
か
ら
の
熱
の
出
入
り
に
は
衣
服
が
関

係
し
ま
す
。
暑
い
時
に
は
軽
装
に
し
、
素
材
も

吸
湿
性
や
通
気
性
の
よ
い
も
の
に
し
ま
し
ょ

う
。
屋
外
で
、
直
射
日
光
が
あ
る
場
合
に
は
帽

子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

[

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
調
整
を
す
る] 

室
内
に
い
る
場
合
は
、
扇
風
機
や
冷
房
を
使

い
室
温
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。 

エ
ア
コ
ン
を
使
わ
ず
に
我 

慢
し
て
い
る
と
熱
中
症
に
つ 

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

  

熱
中
症
に
な
っ
た
ら 

[

涼
し
い
場
所
に
移
動
す
る] 

 

頭
痛
が
す
る
、
気
分
が
悪
く
な
っ
て
吐
き
気

が
す
る
、
生
あ
く
び
が
出
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の

症
状
は
す
べ
て
熱
中
症
の
初
期
か
ら
中
度
の

症
状
で
す
。
少
し
で
も
自
分
の
身
体
に
異
変
を

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
て

横
に
な
っ
て
身
体
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の

際
、
足
を
高
く
す
る
の
も
有
効
で
す
。 

[

衣
服
を
脱
が
せ
て
、
体
か
ら
熱
を
逃
が
す] 

衣
服
を
脱
が
せ
た
後
は
、
露
出
さ
せ
た
皮
膚

に
水
を
か
け
て
、
う
ち
わ
や
扇
風
機
な
ど
で
体

を
冷
や
し
ま
す
。
冷
た
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
氷

の
う
な
ど
を
、
首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

け
根
（
内
側
）
に
あ
て
る
事
で
、
皮
膚
の
直
下

を
流
れ
る
血
液
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

[

水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る] 

 

予
防
策
同
様
、
熱
中
症
に
か
か
っ
た
場
合
で

も
水
分
補
給
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
１

リ
ッ
ト
ル
に
対
し
、
食
塩
１
～
２
グ
ラ
ム
い
れ

て
飲
む
の
が
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、
自
分
で

水
が
飲
め
な
い
傷
病
者
に
対
し
て
、
無
理
に
飲

ま
せ
よ
う
と
し
て
、
無
理
に
水
を
口
に
入
れ
る

と
、
誤
っ
て
肺
に
入
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
直
ち
に
医
療
機
関
へ
搬

送
し
、
点
滴
に
よ
る
水
分
補
給
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

40 
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16 


